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1. はじめに 

 
沿岸域にはシルテーションとして知られる高濃度浮泥層の移送・

堆積による環境変動があり，航路埋没，底質悪化による水質汚濁，

生物生息場への影響を及ぼしていると考えられる．その実態を把握

し，制御法を検討することを目的として底質環境シンポジウムを開

催した（付録Ａ）． 

底質環境シンポジウムは，平成16 年12 月21 日，東海大学校友

会館 において国土技術政策総合研究所と東海大学の共催で開催さ

れた．約 150 名の参加者に対して 12 名の話題提供者が発表を行っ

た． 

 

2. 底質環境の実態把握 
 
① 港湾工事における濁り影響予測の手引きについて 

環境影響評価への対応の重要性に鑑み，港湾整備の主要な工程で

ある浚渫・埋立等が周辺水域の環境に及ぼす影響を予測するため従

来の濁りマニュアルの見直しを行い，「港湾工事における濁り影響

予測の手引き」が平成１１年６月にとりまとめられた．（報告者：

国土交通省港湾局環境整備計画室 山廼邉 伸充） 

 

② 港湾や沿岸域における有害化学物質の分布について 

港湾や沿岸域の堆積物には，有害な化学物質が蓄積している．国

土交通省が実施した港湾内調査結果などを整理し，有害化学物質の

水平ならびに鉛直分布構造の特徴を検討した．まず，主要な港湾に

おける内分泌攪乱化学物質の堆積物表層水平分布に関する解析を

行い，分布の法則性を考察した．また，堆積物内の鉛直分布に関す

るモデル化を行い，湖沼のダイオキシン類の鉛直濃度分布構造を解

析した．（報告者：独法港湾空港技術研究所沿岸生態研究室長 中村

由行） 

 

③ 沿岸域環境調査における底質COD測定の検討 

沿岸環境調査において，底質の化学的酸素消費量（COD）は最も

基本的かつ重要な底質評価指標の一つである．本報告では，分析誤

差および採泥方法による底質CODに及ぼす影響を検討するととも

に，定点における底質CODの季節変化を調べ，底質環境を評価す

る場合における留意点を明らかにした．（報告者：宮崎大学工学部

土木環境工学科鈴木祥広 ） 

 

④ 音響装置を用いた沿岸域の底質分布図の作成および底質環境

調査に関する幾つかの試み 

東京湾において，従来の底質分布図は湾中央部における幾つかの

採泥地点のデータを用いて水域全体に対して滑らかな分布図を描

いてきた．発表者らは容易に広範囲の底質分布を作成する手法とし

て，音響装置を利用した手法を試みた．本手法では，底面反射時の

音波形状を幾何学的に解析する手法を用い，得られたパラメータと

217地点の採泥データ（含水比，中央粒径）を用いて検定直線を作

成し，その検定直線を用いて底質分布を作成した．（報告者：国土

技術政策総合研究所沿岸海洋研究部主任研究官 岡田知也） 

 

⑤ 海底軟泥層密度分布の音響測定法と釧路港での適用例 

海上船舶から密度の鉛直分布を探知するために，数 10m 水深の

海域で適用可能な広帯域・狭ビームの「泥層探査装置」の開発を行

った．この装置は周波数が25，70および200kHz帯の信号の送受信

を行う３セットの広帯域・狭ビーム音響センサを有しており，密度

鉛直分布が求められる．ショット毎の密度鉛直分布はＧＰＳ測位記

録から測線上にマッピングされ，２次元断面として出力される．（報

告者：（株）システムインテック 賀谷彰夫） 

 

⑥ 底質環境のモデル化 

シルトや粘土等を主体とする底泥の挙動は，沿岸域の環境を支配

する重要な要素の一つである．このため，底質（底泥）の侵食，堆

積や流れによる輸送など，物理環境に注目した底泥の輸送モデルの

開発を進めている．有明海を対象として実施した底泥輸送現象の再

現計算について紹介し，現地データとの比較を通じた計算結果の検

証例が示された．（報告者：独法港湾空港技術研究所主任研究官 中

川康之 ） 

 

3. 底質環境の制御法・事業展開 
 
① 有明・八代海域の修復と保全 

有明海・八代海の環境変動について，これまでの研究成果の紹介

とともに，有明海底質環境を支配する浮泥流動の特性をより詳細・

精密に把握し，嫌気的な“負のスパイラル”状態にあると懸念され

ている底質環境を，物理・化学的および微生物学的側面から調査し，

海域環境の回復・維持の技術開発の方向性が探られた．（報告者：

熊本大学沿岸域環境科学教育研究センター教授 滝川清 ） 

 

② 瀬戸内における水産との連携を目指した干潟造成 

干潟の造成後は，自然再生の程度を確認するために，干潟の地形

変化，底質環境，生物の生息状況やアマモ場の分布等について昭和

５９年から平成１４年まで継続的なモニタリングを実施した．（報

告者：国土交通省中国地方整備局広島技術調査事務所長 松本英

雄 ） 

 

③ 英虞湾における浚渫ヘドロを用いた干潟再生工法，および，

外部から砂投入が不要な底泥置換覆砂工法 
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浚渫へドロを用いた干潟造成工法および，底泥置換覆砂工法につ

いて報告された．底泥置換覆砂工法について，底泥置換覆砂工法は，

湖底の砂質土をジェット水流で吹き上げて覆砂する工法で，通常の

覆砂工法では外部から砂を投入する必要があったのに対して，本工

法は砂投入が不要になるという長所がある．室内水理実験，諏訪湖

や宍道湖での実証実験を実施済みで，覆砂による底質浄化効果と生

物復活効果が確認されている．（報告者：大成建設技術センター土

木技術研究所 上野成三） 

 

④ 干潟環境維持のための耕耘曝気実験 

干潟環境の保全，再生の手法の一つとして，干潟の耕耘が行われ

ることがある．泥質干潟においても耕耘を可能にするため，容易に

走行可能かつ曝気機能による高められた耕耘効果を有する干潟走

行式底質浄化装置の開発を行い，有明海湾奥部の泥質干潟において

耕耘曝気実験を実施した．（報告者：国土交通省九州地方整備局下

関技術調査事務所長 吉田秀樹） 

 

⑤ 田子の浦港公害防止対策事業実証実験工事 

田子の浦港における底質ダイオキシン類対策工事を実施するに

あたり，ダイオキシン類汚染底質の拡散・巻き上げによる水質ダイ

オキシン類濃度の変化，また代替指標値としての濁度との相関関係

等について検討し，モニタリング基準値の設定等によるモニタリン

グ計画を立案した．また，実証実験（試験工事）を行い，二次汚染

を防ぐための適切な汚濁防止対策やモニタリング方法，また対策工

事の効果について検討した．（報告者：静岡県土木部港湾総室長 大

津光孝 ） 

 

⑥ 汚染底質の環境浚渫工法 

「環境浚渫工法（END工法）」による汚濁発生低減効果を検証す

ることを目的に，実際の工事において汚濁拡散の状況を調査した．

施工時の水質環境を高精度かつリアルタイムに一元管理できる「リ

アルタイム汚濁監視システム」を開発し，ここでは実際にダイオキ

シン類汚染底質を浚渫除去することを想定し，底質の汚染濃度に応

じた浚渫工法の選定方法，監視点の設置方法，施工時のモニタリン

グ方法について，ケーススタディに基づき提案が行われた．（報告

者：五洋建設環境事業部 佐藤昌宏） 

 

4. おわりに 

 
 底質環境を捕らえるための，１）実態把握として，発生源のモデ

ル化，広域分布特性の捕らえ方，現地観測による時間的・空間的変

動性の把握，生態系としての底質，浮泥という底質の特性・モデル

化等について知見が整理された．２）制御法・事業展開については，

目標設定，計画・立案とモニタリング，施工技術，システム化等に

ついて情報が集約された（図－1）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－1 港湾における底質環境をめぐる技術課題の構図（鶴谷広一博

士によるとりまとめ） 
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付録 A: 底質環境シンポジウム報告書抄録 
全文（A4 版 60 ページ）は，http://www.ysk.nilim.go.jp （港湾環境情報）より入手可 
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